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こきもIiO蕾の家　※1
子どもが助けを求めたときに, -時的な保護と警察などへの

通報を行うボランティアの民家,商店等をいいます｡ ｢ことも

1 1 0番の家｣になっている建物には左の看板が張り出されて

います｡地域のどこに｢ことも1 10番の家｣があるのか親子で

チェックし､とっさのときの助けの求め方などについて､話し

合うようにしましょう｡

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
寄
ろ
う

地
域
く
る
み
で
子
ど
も
の
密
生
確
保
は
取
り
組
む

昨
今
､
幼
児
･
旧
豊
里
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
｡
こ
の

よ
う
な
事
件
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
､
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
体
制
作
り
が
必
要
で
す
｡
そ
れ
に
は
､
警
察
だ
け
で
な
く
保
護
者
は

も
ち
ろ
ん
､
地
域
住
民
に
よ
る
協
力
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
｡

ま
た
､
こ
れ
か
ら
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
｡
子
ど
も
た
ち
が
日
中
､
外
で
遊

ぶ
機
会
が
増
え
て
い
き
ま
す
の
で
､
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
｡

け
で
な
く
学
校
､
保
護
者
､
地
域

住
民
と
の
連
携
や
協
力
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
｡
町
に
お
い
て
は
､

公
用
車
に
　
｢
防
犯
パ
ト
ロ
-
ル
中
｣

の
ス
デ
ッ
カ
-
を
貼
付
し
た
り
防

犯
連
絡
員
協
議
会
と
連
携
し
て
防

犯
パ
ト
ロ
-
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
｡
各
学
校
に
お
い
て
も
､
保
護

者
や
各
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が

ら
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
｡

通
学
蕗
な
ど
ほ
お
け
る

子
と
も
の
畜
生
対
策

幼
児
･
児
童
が
犯
罪
被
害
に
遭

う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
｡
-
 
3

歳
未
満
の
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
件

数
は
平
成
_
 
7
年
中
で
は
3
万
4
4

6

7

件

｡

そ

の

う

ち

､

o

-

5

歳

の
被
害
件
数
は
5
0
4
件
と
平
成

8
年
の
2
7
2
件
か
ら
急
増
し
て

い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
､
今
､
子
と
も
た

ち
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
｡

特
に
､
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
の
犯
罪

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
､
警
察
だ

子
と
も
自
身
が

身
を
守
る
た
め
に

家
庭
に
お
い
て
は
､
子
ど
も
自

身
が
危
険
を
避
け
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
教
え

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
｡

･
通
学
路
を
利
用
し
､
人
通
り
の

少
な
い
道
路
は
通
ら
な
い
｡

･
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ

て
も
つ
い
て
い
か
な
い
｡
知
人
で

も
親
の
了
解
な
く
つ
い
て
い
か
な

い
｡･

車
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
す

ぐ
に
車
か
ら
離
れ
る
｡
無
理
や
り



購

車
の
中
に
連
れ
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
　
｢
助
け
て
｣
　
と
大
き
な
声
で

叫
ぶ
｡

･
身
に
危
険
を
感
じ
た
ら
交
番
や

商
店
､
｢
こ
ど
も
-
-
o
番
の
家

※
-
｣
　
な
ど
に
逃
げ
込
む
｡

･
見
知
ら
ぬ
人
に
話
し
か
け
ら
れ

た
り
､
危
険
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
､

必
ず
親
や
教
師
に
話
す
｡

日
ご
ろ
か
ら
､
通
学
路
の
危
険

箇
所
を
点
検
す
る
と
と
も
に
､
通

学
路
の
ど
こ
に
　
｢
子
ど
も
-
-
o

番
の
家
｣
　
が
あ
る
の
か
､
子
ど
も

と
一
緒
に
場
所
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
｡

地
域
の
子
と
も
は

地
域
で
守
る

犯
罪
者
は
住
民
の
視
線
を
嫌
い

ま
す
｡
地
域
の
み
な
さ
ん
の
連
帯

が
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡

子
ど
も
が
不
審
な
人
と
一
緒
に
い

る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
ら
一
声
掛

け
た
り
1
-
0
番
通
報
す
る
よ
う

心
掛
け
る
な
ど
､
一
人
一
人
が

｢
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
｣

意
識
を
も
ち
､
地
域
ぐ
る
み
で
通

学
路
を
見
守
る
な
ど
子
ど
も
の
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
｡

･
自
家
用
車
に
　
｢
防
犯
パ
ト
ロ
-
ル
中
｣
　
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
て
地
区
内
を
巡
視

･
｢
防
犯
パ
ト
ロ
-
ル
｣
　
の
腕
章
を
つ
け
て
下
校
時
に

地
区
内
を
巡
視

･
防
犯
ブ
ザ
ー
※
2
の
携
帯

･
集
団
下
校
な
ど
で
な
る
べ
く
多
く
の
児
童
を
一
緒

に
下
校
さ
せ
る

･
地
区
内
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
､
掲
示
し
児
童
の
意

識
高
揚
に
努
め
て
い
る

･
地
域
の
方
や
保
護
者
と
協
力
し
て
地
区
内
を
巡
視

･
｢
い
か
･
の
･
お
･
す
･
し
｣
　
※
3
　
を
各
学
級
で

指
導
し
て
い
る

な
ど
､
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
各
学
校

で
行
っ
て
い
ま
す
｡



遼凄轟も誕籍攫襲蕎彊凄逐凄!J
日本の農業は　農業者の数が急速に減り.また農村では都会以上のスピ-ドで高齢化が進んでいます｡こう

いった状況のなかで,今後の日本の農業を背負って立つことができるような､意欲と能力のある担い手が中心

となる農業構造を確立することが課題となっています｡

そこで　これまでのようなすべての崖業者の方を二律的に対象として個々の品目ごとに講じてきた施策を見

直し､ 19年産からは.意欲と能力のある担い手に対象を限定し,その経営の安定を図る施策(品目横断的経営

安定対策)に転換します｡

河内町では　今回,河内町農業経営改善計画認定事業実施要領を｣部改正し､申請年齢を｢16歳から65歳ま

で｣から｢16歳から70歳以下｣にし､年齢要件を緩和しました｡将来の河内町の農業の担い手として､また､

自らの経営状況の改善のために認定農業者になって農業経営のスペシャリストを目指しましょう｡

認定農業者になるための基準･要件は次のとおりです｡

認　岳　基準
1)基本構想に照らして適切なこと｡

2)計画の達成される見込みが堅実なこと｡

3)借地､作業受委託等は利用権の設定を行うこと｡

4)居住する集落の区長又は農業委員の推薦があるもの｡

5)河内町地域担い手育成総合支援協議会で認めたもの｡

申請者の事件
1)毎年8月l日現在で生産調整達成者であること｡

2)経営面積が借地､作業受委託等を含み350a以上であること｡

3)農業従事日数は､ 150日以上250日以内｡

4)申請年齢は16歳から70歳以下であること｡

5)農業経営が生計の重要部門を占めていること｡

6)地域農業の担い手として信頼されていること｡

認定農業者になるための流れ

喜寿童ゆうな,.曇二±:考

<>
農業経営改善計画の作雌

<>
認　　　定

重量星

認定申請

経　済　課

地域担い手育成総合支援

協議会で審査及び承認

蘭画に基づいて経営を改善

<フ
目標達成

農業経営改善計画の書き方など

農業者支援センタ- (経済課)がお手伝いします

圧殺かわち
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わが象Tj)震診jj
-河内町木造住宅耐震診断士派遣事業一

河内町では　大地震による家屋倒壊被害から町民の皆様の生命･財産を守るため､ j民の皆様にご自宅

の耐震性を確認していただき､地震に対する備えの参考としていただくため､ ｢河内町木造住宅耐震診断

士派遣事業｣を実施します｡

この耐震診断は　診断士が目視による簡易な調査や情報をjとに, j薬物が持つ耐震性能を評価し,耐

震補強が必要かどうかを判定するものです｡

【診断対象建築物】

次にあげる要件をすべて満たしたもの｡

①河内町に存する住宅で　所有者(所有権利者含む)自ら居住している木造住宅であること｡

②昭和56年5月31日以前の建築基準法に基づく耐震基準で建築された木造住宅であること｡

③建築物の延べ面積が30I五以上であること｡

④在来軸組工法による､木造平屋建て､または木造2階建てであること｡

⑤併用住宅の場合､住宅部分の床面積が全体の1/2以上であること｡

※木造住宅であっても, 2×4等の枠組壁構法･木質プレハブ構法･丸太組橋渡等によって建築され

たものは事業対象外となります｡

【派遣対象者(申請者) 】

診断対象建築物を所有(所有権利者含む)し､自ら居住していること｡町税に滞納がないこと｡

【診断料金】　無　料

【募集戸数】　50戸(募集戸数を超えた場合は抽選で決定します｡抽選は10月に行いへ　結果は郵便で通知

します｡)

【申込方法】

河内町木造住宅耐震診断士派遣申請書に､納税証明書(耐震診断用)を添付して提出してください｡

※1　申請書は､都市整備課窓口受取または､町ホ-ムぺ-ジよりダウンロードできます｡

※2　納税証明書交付手数料200円は　自己負担となjjす｡

【受付期間】　平成18年8月1日(火)へ平成18年9月15日(金)まで

【受付時間】　午前9時一午後4時30分

(ただし､土.日曜日､祝祭日は除く｡)

【受付場所】　都市整備課窓口(河内町水道事務所内)

※電話や郵送による受付は致しませんのでご了承ください｡

◎詳細につきましては　都市整備課に問合せください｡

◇せ-仙スIここ注意くださしl

この事業は､派遣決定通知書を受け取られた方以外のお宅に､町が診断士を派遣することは
-切ありません.また,派遣された診断士は､改修工事の見積り額の提示や､補強工事の契約

の勧誘へ　代金の請求等の営業活動を行うことはありません｡近年,国や自治体の名目で耐震診

断を行い､法外な改修費を請求する等の事例が多く見受けられます｡皆様におかれましては､

まずは　役場都市整備課へ確認するなど十分にご注意くださいますようお願いしjす｡

漢書
広●叡かわぢ
減I8年7H (la｣雄)



輔聞損豊艶馨罰当
精神または身体に障害のある20歳未満の児童を家庭において監護している父､もしくは母(いずれか所

得の多い方)､または父母に代わってその児童を養育している万が手当を受iナることができます｡

手当の額(児童1人につき) ･1級　月額50,750円･2級　月額33,800円

手当を受けるための手続きについて

県知事の認定を受けることにより､手当が支給されます｡

【添付する書類】

1)請求者と対象児童の戸籍謄本(抄本)と住民票謄本

2)所定の診断書(用紙は町民課にあります｡)

※ただし､次の場合には診断書の添付を省略することが出来る場合がありますので窓口でご確認ください｡
･療育手帳の判定が(④･A)である場合

･身体障害者手帳(内部障害を除く)の等級が1 i 2 i 3級(下肢障害については4級の-部を含む)で

ある場合

3)その他必要な書類

※手当は口座振込みが原則です｡郵便貯金通帳(必ず請求者本人の口座名義のものをお持ちください｡)

受給者の方(支給停止となっている方も含む) :i j年8月11日からj月10日まで

所得状況届
の間に所得状況届を提出してください｡この届出により8 月分以降の手当ての支給
の可否が決定されます｡なお､ 2年間提出しないと,受給資格がなくなることがあ

ります｡ ※なお､ 8月に入りましたら受給者あてに所得状況届用紙を送付します｡

児童の障害認定にあたってば　期間(有期)が設けられています｡期間満了の月j

障害状況届　　でに診断書等必要な書類を添付のうえ提出してください｡なお,この届出が期間内
に提出されないと､期間満了の翌月より手当ての支給が停止となる場合があります｡

額改定請求書
対象の児童数が増加した場合へ　またはへ　障害の程度が重くなったために手当等級が

上がる可能性がでてきた場合｡

静鴇しよう-堀萱談聾覇当醜貌国
児童扶養手当を受けている方は､現況届を8月31日までに役場町民課へ提出してください｡ (支給停止

の方も含みます｡) 8月分以降の手当を引き続き受給できるかどうか確認するもので,提出がない､ある

いは不備の場合は､ 8月分以降の手当が差し止められますのてこ注意ください｡

現況届用紙は8月上旬に送付されます｡

(平成18牢7月以降に申請された方は､届出の必要はありません｡)

へ児童扶養手当とはへ

さまざまな理由により父親と生活をしていない18歳未満の児童を養育している方に支給されます｡

受給資格があっても請求しない限り支給されません｡

養育している方の所得などによって支給されない場合もあります｡

.f邪::笠㌢盤富国



豊嶋紗穂さん　　　　　　石井稜介君

屈:叡かわぢ
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世
界
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し

※
左
の
写
真
は
豊
嶋
さ
ん
と
一
緒
に
練
習

し
て
い
る
生
板
空
手
ス
ポ
-
ツ
少
年
団

の
み
な
さ
ん
で
す
｡

来
た
る
8
月
-
7
日
に
船
越
義
珍
杯
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
が
オ
-
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
-
で
開
催
さ
れ
ま
す
｡

こ
の
大
会
の
　
｢
少
年
大
会
｣
　
に
､
河
内
町
か
ら
豊
嶋
紗
穂
さ
ん
　
(
河
内
中
2
年
)
　
と
石
井
稜
介
く
ん
　
(
河
内
中
量
年
)
　
が

出
場
し
ま
す
｡
厳
し
い
国
内
大
会
の
予
選
を
突
破
し
て
世
界
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
二
人
を
紹
介
し
ま
す
｡

8
月
に
行
わ
れ
る
世
界
大
会
に
出
場
を

決
め
た
豊
嶋
紗
穂
さ
ん
と
石
井
稜
介
君
は
､

毎
週
､
そ
れ
ぞ
れ
生
板
小
学
校
体
育
館
､

稲
敷
市
の
新
利
根
総
合
運
動
公
園
内
の
体

育
館
で
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て

練
習
し
て
い
ま
す
｡
二
人
に
､
練
習
の
合

間
に
世
界
大
会
出
場
の
意
気
込
み
を
問
い

た
と
こ
ろ
､
豊
嶋
さ
ん
か
ら
は
　
｢
ま
ず
は

一
回
戦
を
突
破
し
て
優
勝
を
目
指
し
た
い

で
す
｡
｣
　
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
､
石
井

く
ん
か
ら
は
｢
全
国
大
会
で
は
準
優
勝
だ
っ

た
の
で
､
世
界
大
会
で
は
全
国
大
会
で
負

け
た
相
手
に
勝
ち
た
い
で
す
｡
そ
し
て
､

優
勝
を
目
指
し
ま
す
｡
｣
　
と
い
う
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
｡

二
人
の
言
葉
か
ら
は
､
世
界
大
会
に
対

す
る
強
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
｡

こ
れ
か
ら
大
会
ま
で
の
時
間
､
ケ
ガ
･
体

調
に
気
を
つ
け
て
自
分
の
力
を
信
じ
､
大

会
当
日
は
､
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分

に
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
｡
二
人
の

大
会
で
の
健
闘
を
祈
っ
て
い
ま
す
｡
一
緒

に
練
習
し
て
い
る
仲
間
た
ち
も
応
援
し
て

ま
す
｡ま

た
､
茨
城
県
空
手
道
選
手
権
大
会

(
5
月
_
 
4
日
開
催
･
組
手
の
部
)
　
で
仲
山

徹
く
ん
　
(
生
坂
小
4
年
)
　
が
､
茨
城
県
中

学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
　
(
6
月
2
4
日
開

催
･
1
年
生
の
部
)
　
で
石
井
稜
介
く
ん

(
河
内
中
-
年
)
　
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

※
右
の
写
真
は
､
石
井
く
ん
と
一
緒
に
練

習
を
し
て
い
る
日
本
空
手
道
協
会
県
南

支
部
の
み
な
さ
ん
で
す
｡
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◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生潅学習G

し臆竺竺9了~84~2843 (中央竺筆内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために､自発的に自分にあった方法で
生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡

『生涯楽習のとびら』では　jれかj定期的に生涯学習に関する情報

(案内や結果など)を提供､お知らせしていきます｡

晴雨を螺接辞曝す=F辞裂j::劃j卜:: ::

-第11回町民チャリティ-ゴルフ大会開催-

大会で集まったチャリティ葛が

社会福祉協議会に寄付されました

『宣逆運地堅堪壊動挽覆い聾等薫:』

会場:金江津小学校体育館

主催:青少年育成河内町民会議　金江津地区

ちゃんと飛ぶかなへi?

広一筋かわぢ
減18争7ノブ?1o 11<)

6
月
-
 
4
日
､
ニ
ッ
ソ
-
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
､
｢
第
月
回
河
内

町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
-
ゴ
ル
フ
大
会
｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
梅
雨
と
い
う
季
節
を
感

じ
さ
せ
な
い
好
天
候
の
な
か
で
町
内

在
住
､
在
勤
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
1
0

o
名
が
参
加
し
､
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
｡
競
技

終
了
後
の
パ
-
テ
ィ
ー
で
成
績
発
表

と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
チ
ャ
リ
テ
ィ
-
で
集
ま
っ

た
金
額
　
(
9
3
･
0
0
0
円
)
　
が
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
｡

6
月
月
日
､
金
江
津
小
学
校
体

育
館
で
　
『
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業

(
金
江
津
地
区
)
』
　
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡今

回
は
､
手
作
り
竹
と
ん
ぼ
の

飛
行
競
技
大
会
を
行
い
､
事
前
に

配
布
し
た
製
作
キ
ッ
ト
で
作
っ
た

竹
と
ん
ぼ
で
飛
行
距
離
を
競
い
ま

し
た
｡
当
日
は
､
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
､
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
も
夢
中
に
な
っ
て
飛
ば

し
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
河
内
ユ
-
ス
ク
ラ
ブ

(
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
　
の
メ

ン
バ
-
に
も
運
営
の
協
力
を
い
た

だ
き
､
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
も
行
わ

れ
､
約
-
4
0
名
の
参
加
者
が
親

子
で
ふ
れ
あ
う
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
｡



河内町体育協会事業

春季
::-:?

ニ土工二二:+Tニ｣

河内町春季野球大会
ノ開催日　平成18年5月21日(日)

6月4日(日)

会　場　総合グラウンド

優　勝　JAZZ

準優勝　デンシャラス

第3位　チェリ-ボ-イズ

レッドモンスタ-ズ

閣議
三宝｣l軸
優勝したJAZ Zのみなさん

春季ママさんバレ-ボ-ル大会

開催日　平成18年5月27日(土)
臆臆会　場　河内町農業者トレ-ニングセンタ-

優　勝　生板ドルフィンズ

準優勝　スカイリバ〇

第3位　アタック源

河内町春季テニス大会

宗-開催日　平成18年5月21日(日)

-;+会　場　河内町テニスコ-ト

『全国生涯学習フェスティバル

駐穫欝嘗矛的麟㊧昌j①①㊤』
へ開催案内のおしらせ一

g

●開催期間

10月5日(木)へ9日(月,祝)

●主　　催

第18回全国生涯学習フェスティバル

実行委員会

●主会場

茨城県県民文化センタ-
笠松運動公園

●問合せ　茨城県教育庁生涯学習課　全国生涯学習フェスティバル推進室
曾0 2 9-3 0 1 -5 3 3 3　E-ma江shogaku4@p｢ef.iba｢aki.ig.｣P

U Rし:匝p://….gakusvu.p｢ef.Iba｢aki,｣P/manabiPia/

広~甜かわぢ
平成18争7方　角o｣18)



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

雪繊



｢健康だけじゃない!｣

禁煙によるメリット｡

経験者から聞かれる言葉｡

｣禁煙のコツ5ヵ条

咳や疫がとまり､体調が良くなった!

食事がおいしくなった!

タバコに使っていたお金が自由に使え
るようになった!

喫煙のために使っていた時間が自由に
使えるようになった!

タバコへのこだわりから自由になれる!

自信が持て､前向きになったi

周囲の人に迷惑をかけなくなったI
ストレスに強くなった!

箭煙｡徐々に減らすより思い切って禁煙を!

禁煙はストレスの少ない時期iニスタ-トする｡

家族や友人iこ禁煙宣言する｡

強い喫煙欲求は上手にまざらわす用｡

例えば･･冷たい水を飲む深呼吸する､ jを動かす､ jをあがく､た:と｡

5.ときときタバコをやめて良かったことを確認し､禁煙した理由を思い出したりする｡

ノ喫煙者が健康を維持するために
(D検診を受けましょう

｢どうしても自分は禁煙できない｣という人は､たばこと病気の関係について十分理解した

うえで､予防に努めるようiこしましょう｡肺がんをはじめ､たばこが原因となりやすいがんに

ついては､ -股の検診を受けるほか､こまめに血圧を測ったり､肺機能の検査や歯科検診を受

けることも必要です｡

②食生活に気をつiナましよう

ビタミンCを多めにとる

ニコチンはビタミンCの吸収を抑える作用があるので,キャベツやトマト､キウイなどのビ

タミンCの豊富な野菜や果物を多めIことりましょう｡

緑黄色野菜をたっぷりと

ニンジン､カボチャ､トマトなどの緑黄色野菜iこ多く含まれるカロチンi二は､がんの発生を

防ぐ働きがあるといわれています｡毎日の食卓でたっぷりとるようにしましょう｡

g

これからお倒さんiこなる方へ保健せン9-からのお知らせです

了月から母子健康手帳の交付場所が今までの保憶センタ-に加えて､役場

町民課の国保係でも交付できることになりました｡

いちごくらぶlこ参飢しませんか??

毎月第3木曜日iこ行っているいちごくらぶて｢タッチケア｣を始めること

になりました｡ ｢赤ちゃんともっと触れ合いたい! ｣と思っている方はぜひ参

加してみませんか?詳細は保健センター(曾84-4486)までお問合せく

ださい｡

宏磁かわぢ
ゾ城l(9年7ノI (1o i′(Y)



平成18年度　自衛官募集

8　　　8角膜l蕗雑軸の

争　電気使用安全月間です
8 ㊧ i,談要子に-⑤っの杵ノト㊨

?醐頂全開動T淀r産刺こなくて舶ら机､工

続誓蒜‡玉露驚誓まうかえると軸的

元誤認諾謀議慧議諾意窪め･
ほ　旨きまに雪景を正し

｢5つのポイント｣をj卿

曾誤聞東電気保安協会
&･傘ニ,･　向くi :　出口ho'音C　:,>

広i徴かわぢ
臆平成18争7月(l音o｣｣8)

2等陸･海･空士

(19年3･ 4月入隊)
募集種目音j誌J二嘉志

喜一臆｣音(陸･海･空)

受付期間　　　　　　　　　　　　8月l日へ9月8日

応募資格誓諾) ::砦　諾崇　諾禁

男子9月中旬以降

女子9月25日
1次試験　　9月23日　　　　9月16日　　　　9月16日

2次試験輩器鵠謹話¥
平成18年　　　平成18年　　男子1 0月下句

11月8日　　　11月15日　　　女子11月17日
合格発表　識語

初任給等　157, 500円(学歴,経歴等により増額されます)各種手当有

〉連絡先　自衛隊茨城地方連絡部　龍ヶ崎募集事務所　曾64-3351

http●//www. iba｢ak上PIo.Ida.go ｣P
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句

　

が

わ

も

慨

前

会

で
で
虫
や
老
い
て
も
野
心
捨
て
切
れ
ず

大

　

関

　

さ

　

と

志
な
く
生
き
て
今
宵
の
初
饗

鴻

　

野

　

た

　

け

古
ボ
タ
ン
探
す
引
き
出
し
梅
雨
じ
め
り

杉

　

原

　

利

　

代

あ
や
め
舟
赤
い
タ
ス
キ
の
姥
桜

橋

　

爪

　

か

　

ん

座
布
団
に
猫
の
匂
い
や
梅
雨
の
入
り

津
　
根
　
と
し
お

外
つ
国
の
思
い
出
に
じ
む
真
情
千

若

　

泉

　

栄

　

治

皐
月
富
士
深
さ
閥
あ
る
樹
海
か
な

遠

　

藤

　

正

　

雑

で
で
虫
に
至
福
の
雨
と
な
り
に
け
り

田

　

沼

　

和

　

子

初
が
つ
お
酒
は
決
ま
り
の
三
強
人

川

　

口

　

ふ

　

く

思
い
切
り
泉
衣
明
る
く
更
衣

大

　

塚

一

重

み

ち

ゆ
っ
た
り
と
我
が
路
線
を
行
く
婦
牛

寺

　

田

　

節

　

子

花
菖
蒲
発
句
の
浮
か
ぶ
十
二
橋

吉

　

田

　

四

　

郎

沸
き
に
沸
く
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
梅
雨
に
入
る

大
　
野
　
志
げ
子

遠
孫
が
気
づ
か
い
く
れ
し
樽
雨
電
話

石
塚
　
だ
か
よ
し

お
喋
り
も
笑
ふ
も
上
手
夏
帽
子

田

　

中

　

康

　

夫

饉

　

歌

　

か

わ

も

矩

歌

会

滑
ら
か
な
夕
-
ン
で
代
掻
く
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ル
バ
ー
マ
-
ク
を
前
後
に
付
け
て

青

久
々
に
詩
吟
の
友
は
垣
歌
五
首
幸
せ
そ
う
に
文
字
も
大
き
く

雨
の
午
後
買
物
帰
り
の
助
手
席
に
抱
き
い
る
パ
ン
の
酵
母
匂
い
ぬ

公
園
の
雑
踏
の
中
木
の
陰
で
ブ
ル
ー
の
小
屋
は
息
を
潜
め
て

｢
お
ら
が
代
だ
け
だ
｣
と
田
畑
耕
す
老
夫
婦
エ
リ
-
卜
息
子
は
農
継
げ
き
り
て

ほ
と
石
い
づ
ぐ
に
あ
り
し
側
高
の
め
ぐ
る
神
域
千
年
の
杉

失
敗
と
気
付
け
ど
戻
れ
ぬ
道
も
あ
り
進
む
外
な
し
老
い
に
向
く
道

郡庄石

(
生
坂
)
　
山久音

野

　

清

　

一

玉

　

翠

司
　
登
千
千
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候

　

江

田
　
マ
サ
工

松

　

治

　

浮

木
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福祉まつり｢

茶道をとおして豊かなI也を
-語2回

It鄭lれ醇あじさい系道大会開催-

｢~~~~　~

i

広一轍かわぢ
'r'/z��v偃ビ�������ｐ

g

福
祉
ま
っ
り
開
催

6
月
_
 
8
日
､
福
祉
セ
ン
タ
-
恒
例
の

『
福
祉
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

今
年
で
-
 
5
回
目
を
迎
え
る
福
祉
ま
つ
り

に
は
､
福
祉
作
業
所
に
通
う
方
々
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
模
擬
店
を
開

い
た
り
､
各
種
趣
味
ク
ラ
ブ
に
よ
る
民

謡
､
舞
踊
､
カ
ラ
オ
ケ
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
時
折
雨
が
降
る
天
気
に
な

り
ま
し
た
が
､
多
く
の
人
が
来
場
し
会

場
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
｡

6
月
4
日
､
河
内
町
の
矢
野
道
場
　
田

仲
塾
(
館
長
　
矢
野
剛
氏
)
　
主
催
に
よ
る

｢
第
2
回
　
心
ふ
れ
愛
あ
じ
さ
い
柔
道
大

会
｣
　
が
農
業
者
ト
レ
-
二
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
当
日
は
､

龍
ヶ
崎
市
､
成
田
市
な
ど
県
内
外
か
ら
脆

団
体
､
約
2
0
0
名
が
集
い
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
｡

こ
の
大
会
は
､
昨
年
か
ら
始
ま
り
､
単

に
技
を
競
い
合
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
､

障
害
の
あ
る
方
々
を
招
待
し
､
選
手
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
青
少
年
に
社
会
福
祉

の
心
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
お
り
､
柔
道
を
通
し
て
豊
か
な
こ
こ
ろ

を
育
も
う
と
い
う
青
少
年
育
成
の
一
役
を

担
っ
て
い
ま
す
｡

連
絡
先
　
Ⅲ
8
 
6
-
3
5
0
4

代
表
　
田
仲
　
茂
明

三
言
‥
¥
¥
手
蔓
.
g
g
C
一
二
①
S
∴
-
)

¥
y
a
号
d
害
し
書
¥
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◇固定資産税　2期◇

◇牛久沼土地改良特別全期〈〉

徴収日は7月31日です

職,8｡努絡まB

生
活

不
動
産
取
得
税

不
動
産
取
得
税
は
､
不
動
産

(
土
地
･
建
物
)
　
を
取
得
　
(
新
築
･

増
築
･
売
買
･
贈
与
･
交
換
等
)

さ
れ
た
方
に
､
一
度
だ
け
納
め
て

い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
｡

住
宅
や
住
宅
用
土
地
を
取
得
さ

れ
た
方
は
､
一
定
の
要
件
の
も
と

で
税
が
申
請
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先
　
稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
二
課

皿

o

2

9

･

8

9

2

･

6

-

-

2

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

法
令
で
定
め
る
事
業
を
個
人
で

.

.
_
/

営
む
方
に
は
､
個
人
事
業
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
｡

税
金
は
､
原
則
と
し
て
8
月
と

‖
月
の
2
期
に
分
け
て
､
県
税
事

務
所
か
ら
送
付
す
る
納
税
通
知
書

(
納
付
書
)
　
に
よ
り
､
最
寄
り
の

金
融
機
関
等
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
｡
た
だ
し
､
税
額
が
1
0
･

o
o
o
円
以
下
の
方
は
､
8
月
に

全
額
を
納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

な
お
､
便
利
な
口
座
振
替
に
よ

る
納
税
制
度
も
あ
り
ま
す
｡
口
座

を
お
持
ち
の
県
内
金
融
機
関
　
(
郵

便
局
は
除
く
)
　
で
簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
｡

聞
合
せ
先
　
稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
一
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

･

6

-

-

4

龍
ヶ
崎
地
区
優
良
運
転
者

を
表
彰
い
た
し
ま
す

財
団
法
人
龍
ヶ
崎
地
区
交
通
安

全
協
会
で
は
竜
ヶ
崎
警
察
署
長
と

龍
ヶ
崎
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の

連
名
で
､
平
成
宣
8
年
度
の
龍
ヶ
崎

地
区
優
良
運
転
者
を
表
彰
い
た
し

ま
す
の
で
､
次
に
よ
り
お
申
込
く

だ
さ
い
｡

¥
〉
該
当
者

･
龍
ヶ
崎
地
区
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
あ
る
こ
と

･
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し

て
1
 
0
年
以
上
の
運
転
経
験
が
あ
る

方･
5
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で
あ

る
こ
と

･
今
ま
で
に
表
彰
を
受
け
て
い
な

い
方¥

申
込
先
　
龍
ヶ
崎
地
区
交
通
安

全
協
会
窓
口

持
参
品
　
運
転
免
許
証
､
印
鑑

中
込
期
限
　
9
月
o
O
日

¥
問
合
せ
先

龍
ヶ
崎
市
2
5
0
5
-
2

竜
ヶ
崎
警
察
署
内
龍
ヶ
崎
地
区

交
通
安
全
協
会
事
務
局

Ⅲ
6
2
-
6
2
3
5

特
定
疾
憲
治
猿
研
究
事
業
の

継
続
申
請
は
お
済
み
で
す
か
?

潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
国
が
指
定

し
た
4
5
疾
患
の
治
療
を
行
っ
て
い

る
方
で
､
医
療
費
の
公
費
負
担
を

受
け
て
い
る
方
は
､
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
｡

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
､

最
寄
り
の
保
健
所
で
早
め
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
｡

◇
対
象
者

有
効
期
限
が
平
成
-
 
8
年
9
月
3
0

日
ま
で
の
一
般
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方

⇔
申
請
期
日

平
成
1
 
8
年
9
月
3
0
日
ま
で
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中退共制度(中小企業退職金共済制度)ぱ　中小企業で働く従業員のための外部積み立て型の国の退職

金制度です｡適格年金制度は､平成24年3月31日までに他の年金制度等に移行するなどの対応が必要です｡

中退共制度へ移行する際､適格年金資産の全額を移換することができます｡

<事業主のメリット>

☆退職金の管理が簡単です｡

☆移行時に積立不足の解消は不要です｡

☆中退共では､移行時と加入後の事務手数料は不要です｡

☆加入後､掛金(18,000円以下)を増額した場合､増額分の1 /3を1年間肋成します｡

☆掛金は全額非課税です｡

<従業員のメリット>

退職一時金の制度なので60歳以下でも退職金を受け取れます｡

退職所得として､税法上優遇されます｡

転職した場合､前の企業での掛金納付実績を通算できます｡

<問合せ先>

独立行政法人勤労者退職金共済機構中小企業退職金共済事業本部(中退共)

http://chutaikyo. taisyokukin. go. ｣p

〒105-80了了　東京部活区芝公園1-7-6　曾03-3436○○151 (代表)

屋-撒かわ5
職18争7月　r^a448)g

河
内
町
が
交
通
死
亡
事
故
連
続
ゼ

ロ
両
町
村
表
彰
を
受
け
ま
し
た

こ
の
た
び
､
河
内
町
が
､
交
通

死
亡
事
故
連
続
ゼ
ロ
5
0
0
日
を

達
成
し
､
茨
城
県
交
通
対
策
協
議

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
表
彰
は
､
交
通
死
亡
事
故

の
抑
止
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

市
町
村
を
表
彰
し
､
茨
城
県
の
交

通
死
亡
事
故
の
減
少
に
向
け
た
更

な
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

今
回
､
河
内
町
は
､
平
成
1
 
7
年

-
月
2
0
日
か
ら
平
成
1
 
8
年
6
月
3

日
ま
で
の
連
続
5
0
0
日
間
､
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し

た
の
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
｡

募
集

茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験

警
察
官
A
･
B

へ
)
受
付
期
間

8
月
_
8
日
　
(
金
)
　
ま
で



定　例　肥　談

心配ごと相談
日　　時　8月1日次〉　午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　日･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　曾84｢3322

固84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

魯84-50 1 7

交通事故発生状況¥¥
町内の交通事故6月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　7件(十3) (38)

死者数　　　　　　0人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　｢5人(+6) (56)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓　〉

おめでた　　　3人

おくやみ　1 5人

転　　入　1 2人

転　　出　19人

人口･世帯¥〉/
平成18年了月1日現在

人　口　11,224人　(-19)

男　　　5,541人　(-16)

女　　　5,683人　(-3)

世帯数　　3,404世帯(-6)

｣二二三二亘亘､ノ｢TE』幼子rl寧/

役　　　　　　　場

郡4-2111教育委貴会学校教育G創4-3322

田84-435了事務局生涯学習G認識3

都　市上下水道G劇4-2361福祉センタ-創4-3699
整備課建設環境G郡4-2921保健センタ-郡4-4486

つ　つ　み　会　館886-3740給食セ　ン　タ　ー曾84-2845

地軸括支援センタ- a60-40了1妨(讐蓑雷) 5 B84-2212


